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Ⅲ調査結果の概要（格付可編） 

 

 全数編の商店数は 1,129 店であったが、その内、217店は産業格付けに必要な商品

ごとの販売額情報が不足したため、分析のための産業格付けが不能となった。 

 そのため、格付可編では、産業格付けが可能な 912店について分析を行った。 

 

 

 

表９ 格付け後商店数、従業者数、年間商品販売額 
    

※産業格付け不能等を除き、産業分類を行ったものの計 
    

商店数 従業者数 年間商品販売額 

総数 卸売業 小売業 総数 卸売業 小売業 総数 卸売業 小売業 

（店） （店） （店） （人） （人） （人） （万円） （万円） （万円） 

912 200 712 6,437 1,493 4,944 16,979,992 7,447,939 9,532,053 

 

 

 

１ 商店数 

   平成 26年の商店数は 912店で、前回に比べ 20店、2.1%の減少となった。 

 

・産業分類別商店数 

   業種別に対前回増減をみると、卸売業で増加したのは、飲食料品卸売業（10

商店、26.3%）、機械器具卸売業（２商店、4.7%）などである。一方、減少した

のは、繊維・衣服等卸売業（△13 商店、△31.0％）、建築材料、鉱物・金属材

料等卸売業（△９商店、△20.0%）などである。小売業では、増加したのが織物・

衣服・身の回り品小売業（6商店、7.9%）、無店舗小売業（２商店、6.7%）、減

少したのは飲食料品小売業（△10商店、△4.5%）、機械器具小売業（△4商店、

△3.5％）となった。 

   事業別の構成比をみると、卸売業では飲食料品卸売業が卸売業全体の 24.0%と

最も高く、次いで、機械器具卸売業（22.5%）、その他の卸売業（20.5%）とな

っており、上位３業種で卸売業全体の 67.0%を占めている。また、小売業では、

その他の小売業が 37.9%と最も多く、次いで飲食料品小売業（29.9%）となって

おり、２業種で小売業全体の 67.8%を占めている。 
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表１０ 産業中分類別商店数 
     

産業中分類別 
商店数 

増減率 
構成比 

24 年 26 年 24 年 26 年 

      ％ ％ ％ 

合   計 932 912 -2.1     

卸売業計 209 200 -4.3 100 100 

50 各種商品卸売業 1 1 0.0 0.5 0.5 

51 繊維・衣服等卸売業 42 29 -31.0 20.1 14.5 

52 飲食料品卸売業 38 48 26.3 18.2 24.0 

53 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 45 36 -20.0 21.5 18.0 

54 機械器具卸売業 43 45 4.7 20.6 22.5 

55 その他の卸売業 40 41 2.5 19.1 20.5 

            

小売業計 723 712 -1.5 100 100 

56 各種商品小売業 3 4 33.3 0.4 0.6 

57 織物・衣服・身の回り品小売業 76 82 7.9 10.5 11.5 

58 飲食料品小売業 223 213 -4.5 30.8 29.9 

59 機械器具小売業 115 111 -3.5 15.9 15.6 

60 その他の小売業 276 270 -2.2 38.2 37.9 

61 無店舗小売業 30 32 6.7 4.1 4.5 

 

図５ 業種別構成比 

       

２ 従業者数 

   平成 26年の従業者数は 6,437人で、前回に比べ 228人の増加となった。 

 

 ・産業分類別従業者数 

   卸売業は 1,493 人で、前回より 55 人の増加となっている。増加となったのは

飲食料品卸売業（98人、21.0%）、その他の卸売業（52人、15.6%）などである。

総 数 

200 

総 数 

712 
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一方、減少したのは繊維・衣服等卸売業（△57人、△30.3%）、建築材料、鉱物・

金属材料等卸売業（△42人、△13.8%）である。小売業でみると、その他の小売

業が 65 人、4.0%の減少になっているほかは、全ての業種で増加となっている。 

   業種別の構成をみると、卸売業では飲食料品卸売業（37.8%）が多くなってお

り、小売業でも、飲食料品小売業（38.8%）が多くなっている。 

表１１ 産業中分類別従業者数 
      

産業中分類別 
従業者数 

増減率 
構成比 

1 商店当たり 

従業者数 

24 年 26 年 24 年 26 年 24 年 26 年 

  人 人 ％ ％ ％ 人 人 

合   計 6,209 6,437 3.7     6.7 7.1 

卸売業計 1,438 1,493 3.8 100 100 6.9 7.5 

50 各種商品卸売業 2 3 50.0 0.1 0.2 2.0 3.0 

51 繊維・衣服等卸売業 188 131 -30.3 13.1 8.8 4.5 4.5 

52 飲食料品卸売業 467 565 21.0 32.5 37.8 12.3 11.8 

53 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 305 263 -13.8 21.2 17.6 6.8 7.3 

54 機械器具卸売業 251 254 1.2 17.5 17.0 5.8 5.6 

55 その他の卸売業 225 277 23.1 15.6 18.6 5.6 6.8 

                

小売業計 4,771 4,944 3.6 100 100 6.6 6.9 

56 各種商品小売業 186 247 32.8 3.9 5.0 62.0 61.8 

57 織物・衣服・身の回り品小売業 292 332 13.7 6.1 6.7 3.8 4.0 

58 飲食料品小売業 1,857 1,920 3.4 38.9 38.8 8.3 9.0 

59 機械器具小売業 647 664 2.6 13.6 13.4 5.6 6.0 

60 その他の小売業 1,612 1,547 -4.0 33.8 31.3 5.8 5.7 

61 無店舗小売業 177 234 32.2 3.7 4.7 5.9 7.3 

図６ 業種別構成比 

    

総 数 

1,493 人 

総 数 

4,944 人 
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３ 年間商品販売額 

   平成 26年の年間商品販売額は 1,698億円で、前回より 168億円の増加となっ

た。 

 

 ・産業分類別年間商品販売額 

   業種別の対前回増減をみると卸売業では、機械器具卸売業（111億 4,900万円、

99.7%）、建築材料、鉱物・金属材料等卸売業（24億 6.700 万円、25.7%）が増

加となっており、繊維・衣服等卸売業（△7 億 5600 万円、△16.4%）が減少と

なっている。小売業では、各種商品小売業（22億 9600万円、47.8%）が増加と

なっている。 

 

表１２ 産業中分類別年間商品販売額 
     

産業中分類別 
年間商品販売額 

増減率 
構成比 

24 年 26 年 24 年 26 年 

  百万円 百万円 ％ ％ ％ 

合   計 152,994 169,800 11.0     

卸売業計 62,012 74,479 20.1 100 100 

50 各種商品卸売業 X X X X X 

51 繊維・衣服等卸売業 4,613 3,857 -16.4 7.4 5.2 

52 飲食料品卸売業 16,975 15,892 -6.4 27.4 21.3 

53 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 9,617 12,084 25.7 15.5 16.2 

54 機械器具卸売業 11,186 22,335 99.7 18.0 30.0 

55 その他の卸売業 X X X X X 

            

小売業計 90,981 95,321 4.8 100 100 

56 各種商品小売業 4,805 7,101 47.8 5.3 7.4 

57 織物・衣服・身の回り品小売業 4,285 4,844 13.0 4.7 5.1 

58 飲食料品小売業 27,099 27,202 0.4 29.8 28.5 

59 機械器具小売業 16,697 18,972 13.6 18.4 19.9 

60 その他の小売業 34,870 34,288 -1.7 38.3 36.0 

61 無店舗小売業 3,226 2,913 -9.7 3.5 3.1 
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 ・産業分類別１商店当たり、従業者１人当たり年間商品販売額 

   １商店当たり年間商品販売額は 1億 8,600万円で前回より 13.4%の増加となっ

ている。 

   卸売業では 3 億 7,200 万円で 25.3%増加し、小売業は 1 億 3,400 万円で 6.3%

増加している。 

   従業者１人当たり年間商品販売額は 2,600 万円で前回より 4.0%の増加となっ

ている。 

   卸売業では 5,000 万円で 16.3%増加し、小売業は 1,900万円で前回と同額とな

っている。 

 

表１３ 産業中分類別 1 商店当たり、従業者 1 人当たり年間商品販売額                   

産業中分類別 

1 商店当たり 

年間商品販売額 

従業者 1 人当たり 

年間商品販売額 

24 年 26 年 増減率 24 年 26 年 増減率 

  
百万

円 

百万

円 
％ 

百万

円 

百万

円 
％ 

合   計 164 186 13.4 25 26 4.0 

卸売業計 297 372 25.3 43 50 16.3 

50 各種商品卸売業 X X X X X X 

51 繊維・衣服等卸売業 110 133 20.9 25 29 16.0 

52 飲食料品卸売業 447 331 -26.0 36 28 -22.2 

53 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 214 336 57.0 32 46 43.8 

54 機械器具卸売業 260 496 90.8 45 88 95.6 

55 その他の卸売業 X X X X X X 

              

小売業計 126 134 6.3 19 19 0.0 

56 各種商品小売業 1602 1,775 10.8 26 29 11.5 

57 織物・衣服・身の回り品小売業 56 59 5.4 15 15 0.0 

58 飲食料品小売業 122 128 4.9 15 14 -6.7 

59 機械器具小売業 145 171 17.9 26 29 11.5 

60 その他の小売業 126 127 0.8 22 22 0.0 

61 無店舗小売業 108 91 -15.7 18 12 -33.3 

 


